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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 36,814 △4.5 △434 ― △407 ― △403 ―

22年3月期第2四半期 38,553 △13.2 △226 ― △266 ― △214 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △6.38 ―

22年3月期第2四半期 △3.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 62,199 23,976 38.2 375.55
22年3月期 64,961 24,930 38.0 390.52

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  23,734百万円 22年3月期  24,683百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 △1.6 600 △47.6 400 △63.5 120 △76.3 1.90



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる
場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 ３ページ 「その他の情報」 をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  66,829,249株 22年3月期  66,829,249株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  3,630,020株 22年3月期  3,621,054株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  63,203,768株 22年3月期2Q  62,327,300株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や個人消費の持ち直しなど景気回復の傾向

がみられましたが、円高の進行などにより国内経済の下振れ懸念が急速に高まってまいりました。インテリア業

界におきましては、建築着工量に底打ちの兆しが表れてきましたが、内装工事の需要は依然低調で、経営環境は

厳しい状況が続きました。 

こうしたなか、当社グループは中期経営計画「変革と挑戦2011」に基づき、需要創出につながる営業活動に注

力するとともに事業収益性の改善に努めた結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は36,814百万円（前

年同期比4.5％減）、経常損失は407百万円（前年同期 経常損失266百万円）、四半期純損失は403百万円（前年

同期 四半期純損失214百万円）となりました。セグメント業績につきましては、プロダクト事業の売上高は

22,710百万円、セグメント損失は238百万円となり、インテリア卸及び工事事業の売上高は24,764百万円、セグ

メント損失は155百万円となりました。 

販売動向といたしましては、塩ビ床材では、エコマーク認定品を数多く揃えた高意匠のビニル床タイル「ロイ

ヤルウッド」「ロイヤルストーン」が発売と同時に大きく売上を伸ばしました。カーペットでは、タイルカーペ

ットのバッキング技術と伝統的な平織りの表面を融合させた新しい繊維床材「テキスタイルフロア ＴＸ-１００

０」（2010年度グッドデザイン賞受賞）が高い評価を得て順調に推移いたしました。また、仕入商品では、ブラ

インドやカーテンレール等のインテリア金物の売上が増加しました。しかしながら、マンション市場における需

要の回復は遅れており、開放廊下用防滑性ビニル床シートなどは売上が前年同期を下回りました。 

第３四半期以降につきましては、環境対応を中心に、市場のニーズを的確に捉えた事業展開をいっそう強化す

ることとしております。とくに、本年８月に発売したタイルカーペット「ＧＡ-８８００ＥＭ」（2010年度グッ

ドデザイン賞受賞）は、自動車のエアバッグのリサイクル糸を使用するという取り組みで注目を集めており、ま

た、医療・福祉・教育など各種施設向けの「コントラクトカーテン」では、10月から、使用済みカーテンをカー

テンの原材料にリサイクルする新たなシステムを開始するなどして、循環型社会の形成に貢献しながら、収益の

拡大を図ってまいります。 

（注）１ 第１四半期連結会計期間から、セグメント区分を変更したため、各セグメントの前年同期との金額比較

は記載しておりません。 

２ セグメント業績はセグメント間の取引を含めて表示しております。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産については、手元資金の圧縮等に伴う現金及び預金の減少等により、前

期末に比べ2,762百万円減少し、62,199百万円となりました。 

負債については、仕入債務の減少等により、前期末に比べ1,808百万円減少し、38,222百万円となりました。 

純資産については、配当金の支払いによる利益剰余金の減少や、株式の時価の下落によるその他有価証券評価

差額金の減少等により、前期末に比べ954百万円減少し、23,976百万円となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、平成22年４月30日公表の業績予想数値から変更はありません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法 

によっております。 

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差 

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や 

タックス・プランニングを利用する方法によっております。 

② 特有の会計処理 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失が１百万円、税金等調整前四半期純損失が84百万円それぞれ増加してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は88百万円であります。 

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

これによる、損益に与える影響は軽微であります。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,155 7,389

受取手形及び売掛金 20,891 22,542

有価証券 814 714

商品及び製品 6,527 5,596

仕掛品 899 776

原材料及び貯蔵品 1,371 1,328

繰延税金資産 556 412

その他 1,346 814

貸倒引当金 △246 △254

流動資産合計 37,316 39,320

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,864 6,034

機械装置及び運搬具（純額） 2,092 2,270

工具、器具及び備品（純額） 198 217

土地 8,672 8,685

リース資産（純額） 158 153

建設仮勘定 112 142

有形固定資産合計 17,099 17,504

無形固定資産   

のれん 115 150

ソフトウエア 430 537

リース資産 191 200

その他 187 147

無形固定資産合計 924 1,034

投資その他の資産   

投資有価証券 2,823 3,177

長期貸付金 186 200

繰延税金資産 2,060 1,894

その他 2,214 2,244

貸倒引当金 △425 △414

投資その他の資産合計 6,859 7,102

固定資産合計 24,883 25,641

資産合計 62,199 64,961



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,838 20,487

短期借入金 3,200 2,450

未払法人税等 106 113

未払費用 1,174 1,202

賞与引当金 463 487

その他 1,144 1,319

流動負債合計 24,927 26,061

固定負債   

長期借入金 6,600 7,500

退職給付引当金 4,098 4,066

その他 2,597 2,402

固定負債合計 13,295 13,969

負債合計 38,222 40,030

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,855 6,855

資本剰余金 6,423 6,423

利益剰余金 11,060 11,780

自己株式 △855 △853

株主資本合計 23,484 24,205

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 249 478

評価・換算差額等合計 249 478

少数株主持分 242 246

純資産合計 23,976 24,930

負債純資産合計 62,199 64,961



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 38,553 36,814

売上原価 27,739 26,693

売上総利益 10,813 10,120

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 2,339 2,295

広告宣伝費 888 953

貸倒引当金繰入額 0 39

給料及び賞与 2,796 2,752

賞与引当金繰入額 409 321

退職給付費用 377 325

減価償却費 529 382

その他 3,698 3,484

販売費及び一般管理費合計 11,040 10,555

営業損失（△） △226 △434

営業外収益   

受取利息 6 5

受取配当金 29 34

仕入割引 35 34

持分法による投資利益 － 2

その他 94 135

営業外収益合計 166 212

営業外費用   

支払利息 104 102

売上割引 52 50

持分法による投資損失 3 －

その他 45 32

営業外費用合計 206 185

経常損失（△） △266 △407



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

特別利益   

投資有価証券売却益 － 8

貸倒引当金戻入額 36 32

特別利益合計 36 40

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 30 27

減損損失 － 16

投資有価証券売却損 1 －

投資有価証券評価損 14 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 82

特別損失合計 46 127

税金等調整前四半期純損失（△） △277 △495

法人税、住民税及び事業税 104 64

法人税等調整額 △166 △154

法人税等合計 △61 △90

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △404

少数株主損失（△） △1 △1

四半期純損失（△） △214 △403



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △277 △495

減価償却費 951 774

減損損失 － 16

固定資産除却損 30 27

投資有価証券売却損益（△は益） － △8

投資有価証券評価損益（△は益） 14 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △66 2

退職給付引当金の増減額（△は減少） △46 31

受取利息及び受取配当金 △36 △40

支払利息 104 102

売上債権の増減額（△は増加） 5,293 1,636

たな卸資産の増減額（△は増加） 435 △1,097

仕入債務の増減額（△は減少） △3,925 △1,658

その他 21 △325

小計 2,500 △1,033

利息及び配当金の受取額 36 40

利息の支払額 △104 △101

法人税等の支払額 △166 △47

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,266 △1,141

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 － △99

有形固定資産の取得による支出 △787 △275

無形固定資産の取得による支出 △243 △53

投資有価証券の取得による支出 △41 △44

投資有価証券の売却による収入 0 36

貸付けによる支出 △63 △54

貸付金の回収による収入 24 23

その他 △103 87

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,214 △380

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300 △50

長期借入れによる収入 300 900

長期借入金の返済による支出 △400 △1,000

配当金の支払額 △436 △316

その他 △141 △246

財務活動によるキャッシュ・フロー △977 △712

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 73 △2,233

現金及び現金同等物の期首残高 6,155 8,041

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,228 5,807



該当事項はありません。 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、内装材を中心としたインテリア製品の製造・仕入から販売及び工事を行っており、「プロ

ダクト事業」と「インテリア卸及び工事事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「プロダクト事業」については、当社のほか、当社事業本部の統括の下に関係会社が塩ビ床材やカーペット

等のインテリア製品の製造と、それに関連する内装材のメンテナンス及び製商品の在庫管理・配送等のサービ

ス業務を行っております。「インテリア卸及び工事事業」については、販売事業を営む関係会社がインテリア

関連商材の仕入販売及び内装工事等を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 （単位：百万円）

 (注)１ セグメント損失の調整額△14百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２ セグメント損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「インテリア卸及び工事事業」において、一部の賃貸用不動産について時価の下落が著しく、投資額の回収

が困難と見込まれるため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上

しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては16百万円であり、内訳

は土地12百万円、建物及び構築物３百万円であります。 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 
  

プロダクト 

事業 

インテリア卸

及び工事事業
計 

売上高           

外部顧客への売上高  12,207  24,606  36,814  －  36,814

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 10,503  157  10,661  △ 10,661  －

計  22,710  24,764  47,475  △ 10,661  36,814

セグメント損失 (△)  △ 238  △ 155  △ 393  △ 14  △ 407

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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